
平成１５年２月１５日 第１２３号　　　（６）

十
二
月
定
例
会
各
常
任
委
員
会
の
審
査
の
概
要
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

い
ず
れ
も
本
会
議
に
お
い
て
委
員
会
の
決
定
ど
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

総　
　

務

市
民
経
済

建
設
水
道

委
員
会
の
動
き

１２月 定 例 会 の 審 議 結 果

共産（日本共産党）公明（公明党）市政（市政クラブ）明政（自由民主党明政会）政和（政和会）市民（市民の党）無会（会派に属さない議員）○賛成●反対△退席

▽　

平
成
十
四
年
度
座
間
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
・
所
管

事
項
）

　

相
模
原
二
ッ
塚
線
の
代
替
用
地

と
し
て
の
測
量
経
費
が
計
上
さ
れ
、

東
京
ミ
ナ
ミ
工
業
㈱
の
敷
地
が
道

路
用
地
と
な
る
た
め
の
よ
う
で
あ

る
が
、
残
地
に
つ
い
て
は
市
で
取

得
す
る
の
か
と
の
質
疑
に
対
し
て
、

当
局
か
ら
会
社
の
意
向
は
こ
の
地

域
で
営
業
を
し
た
い
と
い
う
こ
と

で
、
敷
地
全
体
を
小
松
原
の
用
地

と
交
換
す
る
も
の
で
、
道
路
用
地

以
外
の
残
地
は
市
有
地
と
な
り
、

市
民
球
場
の
駐
車
場
と
し
て
の
活

用
を
考
え
た
い
。
と
の
答
弁
が
さ

れ
ま
し
た
。

　

次
に
Ｉ
Ｔ
関
連
で
、
国
は
来
年

度
電
子
自
治
体
を
立
ち
上
げ
て
い

く
こ
と
を
考
え
て
い
る
。し
か
し
、

進
め
て
い
く
上
で
い
ろ
い
ろ
な
問

題
点
が
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
障

害
者
や
高
齢
者
へ
の
対
応
、
個
人

情
報
保
護
の
問
題
、
被
害
対
応
、

シ
ス
テ
ム
上
の
問
題
等
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
が
あ
る
と
思
う
。改
善
し
、

主
体
性
を
持
っ
て
進
め
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
思
う
が
と
の

質
疑
に
、
す
べ
て
の
電
子
化
は
で

き
な
い
と
考
え
る
し
、
当
面
は
現

行
の
方
法
と
同
時
進
行
が
必
要
で

あ
る
と
思
う
。
障
害
者
対
応
に
つ

い
て
も
考
え
る
必
要
が
あ
り
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
に
つ
い
て
も
同
様

で
あ
る
。
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
つ

い
て
は
他
市
と
共
同
で
考
え
る
必

要
が
あ
り
、
関
係
自
治
体
で
協
議

会
を
組
織
し
て
い
る
の
で
、
そ
の

教
育
福
祉

中
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。
と
の

答
弁
が
当
局
よ
り
さ
れ
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

▽　

議
案
第　

号
、
第　

号
（
第

８３

８８

四
号
・
所
管
事
項
）
、
第　

号
、

９３

第　

号
、
第　

号

９４

９５

　

以
上
五
件
、
全
員
賛
成
で
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

▽　

平
成
十
四
年
度
座
間
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
・
所
管

事
項
）

　

全
国
的
に
児
童
･
生
徒
数
は
減

少
傾
向
に
あ
る
が
、
就
学
援
助
を

受
け
る
児
童
・
生
徒
数
は
増
加
傾

向
に
あ
る
。
本
市
の
過
去
五
年
間

に
就
学
援
助
を
受
け
た
人
数
は
と

の
質
疑
に
対
し
、
当
局
よ
り
小
学

校
で
は
、
平
成
十
一
年
度
五
百
五

十
六
人
、
十
二
年
度
六
百
八
十
四

人
、
十
三
年
度
七
百
九
人
、
十
四

年
度
は
当
初
で
八
百
八
人
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。
中
学
校
で
は
、
平

成
十
一
年
度
百
九
十
三
人
、
十
二

年
度
二
百
三
十
三
人
、
十
三
年
度

二
百
六
十
四
人
、
十
四
年
度
は
当

初
で
三
百
三
人
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。
と
の
答
弁
が
あ
り
、さ
ら
に
、

小
学
一
年
生
で
援
助
額
は
ど
の
程

度
な
の
か
と
の
質
疑
に
、
概
算
で

一
人
当
た
り
約
七
万
千
五
百
円
に

な
り
ま
す
。
と
の
答
弁
が
さ
れ
ま

し
た
。

　

ざ
ま
サ
イ
エ
ン
ス
カ
ー
ニ
バ
ル

実
施
に
つ
い
て
、
県
と
の
共
催
事

業
と
あ
る
が
、
県
が
主
体
的
に
計

画
し
て
い
る
の
か
と
の
質
疑
に
、

直
接
県
か
ら
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

県
と
の
共
催
事
業
で
す
が
、
実
施

主
体
は
実
行
委
員
会
を
組
織
し
て

事
業
計
画
を
立
案
し
、
県
に
提
案

書
を
提
出
し
ま
す
。
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
児
童
手
当
の
関
係
で
、

対
象
者
は
増
加
し
て
い
る
の
に
、

国
費
が
減
に
な
っ
て
い
る
理
由
は

何
か
と
の
質
疑
に
、
全
体
的
に
は

増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
内
訳
と
し

て
、
就
学
前
特
例
給
付
負
担
金
は

増
額
と
な
っ
て
お
り
、
児
童
手
当

被
用
者
分
が
減
額
に
な
り
、
非
被

用
者
分
が
増
額
と
な
る
見
込
み
で

す
。
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

▽　

議
案
第　

号
、
第　

号
、
第

８１

８２

　

号
、
第　

号

８９

９１

　

以
上
四
件
、
全
員
賛
成
で
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

▽　

議
案
第　

号
（
第
四
号
・
所

８８

管
事
項
）
は
、
賛
成
多
数
で
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

▽　

陳
情
第　

号
、
第　

号
は
別

７０

７１

項
参
照

▽　

平
成
十
四
年
度
座
間
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
・
所
管

事
項
）

　

市
税
過
誤
納
金
は
、
ど
の
よ
う

な
税
構
造
の
中
で
発
生
す
る
の
か

と
の
質
疑
に
対
し
、
法
人
市
民
税

の
過
払
い
は
中
間
申
告
で
前
年
度

中
に
予
定
納
税
し
て
、
そ
の
法
人

の
税
額
が
決
算
後
確
定
し
、
確
定

額
が
予
定
納
税
額
を
下
回
っ
た
の

で
還
付
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
個

人
市
民
税
に
つ
い
て
は
、
過
年
度

分
の
医
療
費
控
除
、
扶
養
控
除
の

追
加
に
よ
る
払
い
戻
し
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
い
ず
れ
も
過
年
度
分
な

の
で
歳
出
科
目
か
ら
支
出
し
ま
し

た
。
と
の
答
弁
が
当
局
よ
り
さ
れ

ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

▽　

議
案
第　

号
（
第
四
号
・
所

８８

管
事
項
）
は
、
全
員
賛
成
で
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

▽　

陳
情
第　

号
、
第　

号
は
別

２７

６５

項
参
照

▽　

平
成
十
四
年
度
座
間
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
・
所
管

事
項
）

　

小
池
地
区
の
目
久
尻
川
橋
り
ょ

う
架
替
事
業
関
連
工
事
の
完
成
年

度
は
い
つ
か
。
ま
た
、
地
元
住
民

へ
の
対
応
と
道
路
幅
員
は
ど
の
程

度
に
な
る
の
か
と
の
質
疑
に
、
河

川
改
修
は
平
成
十
四
年
度
、
十
五

年
度
で
施
工
し
、
十
六
年
度
に
雨

水
幹
線
及
び
市
道
十
五
号
線
の
改

良
工
事
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

地
元
住
民
対
応
は
、
沿
道
の
影
響

の
大
き
い
方
に
は
事
前
に
説
明
し

て
い
ま
す
。
な
お
、
地
元
説
明
会

は
、
県
の
相
模
原
土
木
事
務
所
と

合
同
で
十
二
月
二
十
五
日
に
予
定

し
て
い
ま
す
。
道
路
幅
員
は
八
〜

八
･
五
㍍
で
あ
り
、
構
造
の
検
討

は
今
後
行
う
予
定
で
す
。
と
の
答

弁
が
当
局
よ
り
あ
り
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

▽　

座
間
市
水
道
事
業
給
水
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

貯
水
槽
の
清
掃
が
で
き
る
業
者

に
つ
い
て
の
質
疑
が
あ
り
、
県
の

登
録
を
受
け
た
業
者
で
す
。
と
の

答
弁
が
あ
り
、
さ
ら
に
貯
水
槽
の

清
掃
業
者
が
営
業
に
回
っ
て
く
る

が
、
ど
の
よ
う
な
業
者
が
清
掃
で

き
る
の
か
良
く
周
知
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
と
の
要
望
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

▽　

議
案
第　

号
、
第　

号
、
第

８４

８６

　

号
、
第　

号
（
第
四
号
・
所
管

８７

８８

事
項
）
、
第　

号
、
第　

号

９０

９２

　

以
上
六
件
、
全
員
賛
成
で
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

各会派の賛否
議決結果件　　　　　　　名

議案
番号

無会市民政和明政市政公明共産

○●○○○○●認 定
平成１３年度座間市一般会計歳入歳出決算の認定に
ついて

７４

○●○○○○●認 定
平成１３年度座間市国民健康保険事業特別会計歳入
歳出決算の認定について

７５

○●○○○○●認 定
平成１３年度座間市老人保健特別会計歳入歳出決算
の認定について

７６

○●○○○○○認 定
平成１３年度座間市公共下水道事業特別会計歳入歳
出決算の認定について

７７

○●○○○○●認 定
平成１３年度座間市介護保険事業特別会計歳入歳出
決算の認定について

７８

○○○○○○○原案可決平成１４年度座間市一般会計補正予算８０

○○○○○○○原案可決平成１４年度座間市老人保健特別会計補正予算８１

○○○○○○○原案可決平成１４年度座間市介護保険事業特別会計補正予算８２

○○○○○○○原案可決座間市行政組織条例の一部を改正する条例８３

○○○○○○○原案可決
座間市市営住宅の設置及び管理に関する条例の一
部を改正する条例

８４

○○○○○○○原案可決座間市水道事業給水条例の一部を改正する条例８５

○○○○○○○原案可決道路の路線の認定について８６

○○○○○○○原案可決
所有権移転登記手続請求控訴事件に関する和解に
ついて

８７

○●○○○○○原案可決平成１４年度座間市一般会計補正予算８８

○○○○○○○原案可決
平成１４年度座間市国民健康保険事業特別会計補正
予算

８９

○○○○○○○原案可決
平成１４年度座間市公共下水道事業特別会計補正予
算

９０

○○○○○○○原案可決平成１４年度座間市介護保険事業特別会計補正予算９１

○○○○○○○原案可決平成１４年度座間市水道事業会計補正予算９２

○○○○○○○原案可決
座間市議会議員の報酬、費用弁償及び期末手当に
関する条例の一部を改正する条例

９３

各会派の賛否
議決結果件　　　　　　　名

議案
番号

無会市民政和明政市政公明共産

○○○○○○○原案可決
座間市常勤特別職職員の給与に関する条例の一部
を改正する条例

９４

○○○○○○○原案可決
座間市職員の給与に関する条例の一部を改正する
条例

９５

○●○○○○○同 意教育委員会委員の任命について９６

○○○○○○○原案可決
障害児者支援費制度の改善を求める意見書の提出
について

議提
４８

○○○○○○○原案可決
障害福祉サービスに対する県単独補助金制度の維
持及び向上を求める意見書の提出について

議提
４９

○○●●△○○原案可決
イージス艦のインド洋派遣に抗議する意見書の提
出について

議提
５０

○○○○○○○原案可決
国庫支出金の負担率の完全支給及び地方超過負担
の解消を求める意見書の提出について

議提
５１

○○○●○○○原案可決
障害者雇用未達成企業の公表を求める意見書の提
出について

議提
５２

△○●○○○○原案可決
子供たちの健やかな成長のために総合的な子育て
支援策を求める意見書の提出について

議提
５３

○○○○○○○原案可決
地域雇用対策の強化・改善を求める意見書の提出
について

議提
５４

○○○○○○○原案可決
中小企業に対する支援策の早期拡充を求める意見
書の提出について

議提
５５

○○●●○○○採 択
ごみの分別収集の回数を増やしていただくための
陳情

陳情
第２７号

○○○○○○○
取り下げ
承 認

学校給食において、アルマイト食器から安全であ
たたかみのある食器へ切り替えるよう願う陳情の
取り下げについて

陳情
第３４号

○○○○○○○
取り下げ
承 認

学校給食における食器洗浄を複合石けん（＝合成
洗剤）から、石けん使用へ切り替えていくよう願
う陳情の取り下げについて

陳情
第３６号

○○○●○○○採 択平成１５年度固定資産の評価替えにあたっての陳情
陳情
第６５号

○○○○○○○採　　択
障害児者の支援費制度の改善のために国への意見
書採択を求める陳情

陳情
第７０号

○○○○○○○採　　択
障害福祉サービス水準の維持向上のため、施設や
在宅サービスに対する県単独補助金制度の維持向
上をはかるよう県への意見書の提出を求める陳情

陳情
第７１号


